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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
況
届

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す（
郵
送
不

可
）。
現
況
届
は
前
年
の
所
得
状
況

な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

期
日
ま
で
に
提
出
し
な
い
と
手
当
の

支
給
が
遅
れ
る
場
合
や
、
受
給
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方
と
、

そ
の
同
居
親
族
で
、
今
年
の
1
月
2

日
以
降
立
川
市
に
転
入
し
た
方
は
、

1
月
1
日
現
在
に
住
ん
で
い
た
市
区

町
村
が
発
行
す
る
平
成
29
年
度
の
課

税
・
非
課
税
証
明
書
を
、
現
況
届
と

一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

▼
児
童
扶
養
手
当
＝

8
月
1
日 

（
火
）〜
31
日（
木
）〔
8
月

13
日（
日
）以
外
の
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
〕▼
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
8
月
14
日（
月
）〜
9
月
11
日

（
月
）〔
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
〕

●
受
付
窓
口　

子
育
て
推
進
課
手

当
・
医
療
費
給
付
係（
市
役
所
1
階

21
番
窓
口
）

●
必
要
書
類　

▼
手
当
証
書
▼
印
鑑

▼
市
か
ら
送
付
し
た
通
知
に
記
載
し

て
い
る
書
類

●
臨
時
窓
口（
児
童
扶
養
手
当
）　

時

8
月
7
日（
月
）〜
10
日（
木
）、
午
前

9
時
〜
11
時
30
分
と
午
後
1
時
〜
4

時
場
市
役
所
1
階
16
相
談
室（
子
育

て
推
進
課
隣
）

●
夜
間
・
日
曜
日
窓
口（
児
童
扶
養

手
当
）　

時
▽
8
月
10
日（
木
）午
後

5
時
30
分
〜
8
時
▽
8
月
13
日（
日
）

午
前
9
時
〜
11
時
30
分
と
午
後
1
時

〜
4
時
場
市
役
所
1
階
多
目
的
プ
ラ

ザ
親
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

度
の
親
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

現
況
届〔
7
月
28
日（
金
）発
送
〕の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
児
童
扶
養
手

当
の
臨
時
窓
口（
上
記
参
照
）で
も
提

出
で
き
ま
す
。

●
窓
口
受
付　

時
8
月
1
日（
火
）〜

31
日（
木
）〔
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
〕場
子
育
て
推
進
課
手
当
・

医
療
費
給
付
係（
市
役
所
1
階
21
番

窓
口
）

●
郵
送
受
付　

8
月
31
日（
木
）〔
消

印
有
効
〕ま
で
に
、
子
育
て
推
進
課

手
当
・
医
療
費
給
付
係
へ

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
な
ど
の
世
帯
で
、

こ
の
親
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
す
る
方

は
、
必
要
書
類
等
を
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

乳
・
子
医
療
費
助
成
制
度

　

乳
幼
児
・
義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
助
成
制
度（
乳
・
子
医
療
証
）の
助

成
対
象
で
所
得
な
ど
の
確
認
が
必
要

な
方
へ
、
7
月
28
日（
金
）に
現
況
届

を
発
送
し
ま
す
。
届
い
た
方
は
期
日

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
窓
口
受
付　

時
8
月
18
日（
金
）ま

で〔
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
〕

場
子
育
て
推
進
課
手
当
・
医
療
費
給

付
係（
市
役
所
1
階
21
番
窓
口
）

●
郵
送
受
付　

8
月
18
日（
金
）〔
消

印
有
効
〕ま
で
に
、
子
育
て
推
進
課

手
当
・
医
療
費
給
付
係
へ

　

な
お
、
昨
年
度
は
所
得
制
限
に
よ

り
助
成
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
、

所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
助
成
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
学
習
環
境
や
生
活
・

仕
事
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
に

●
無
料
学
習
相
談
・
教
室　

▼
対
象

＝
市
内
在
住
で
経
済
的
な
余
裕
が
な

い
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事
情

で
、
お
子
さ
ん
の
学
習
環
境
な
ど
に

困
っ
て
い
る
方
▼
支
援
内
容
＝
落
ち

着
い
て
学
習
を
す
る
習
慣
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
、
相
談
支
援
と
学
習

教
室
を
開
設
▼
相
談
＝
▽
N
P
O
法

人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト（
高
松
町
2
─9

─22
生
活
館
ビ
ル
3
階
）▽
午
前
9
時

〜
午
後
6
時（
日

曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

▼
学
習
教
室
＝
▽

市
内
4
か
所
▽
週

1
回
、
午
後
6
時

15
分
〜
8
時

問
N
P
O
法
人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
☎

（
5
2
7
）6
0
5
1

●
生
活
・
仕
事
の
相
談　

▼
対
象
＝

市
内
在
住
で
離
職
等
に
よ
り
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
▼
支
援
内
容
＝
▽
経

済
的
な
問
題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
た
方
の
相
談
を
聞
き
、

自
立
へ
の
支
援
を
一
緒
に
考
え
ま
す

▽
必
要
に
応
じ
て
、
自
立
に
向
け
た

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
▽
就
労
に
関

す
る
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
▽
離
職

等
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
、
失
う

お
そ
れ
の
あ
る
方
に
、
一
定
の
間
、

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
な

お
、
支
給
を
受
け
る
に
は
条
件
が
あ

り
ま
す
▼
開
設
場
所
＝
立
川
市
社
会

福
祉
協
議
会（
富
士
見
町
2
─36
─47

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）▼
受
付
時

間
＝
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15

分（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

問
立
川
市
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎（
5
0
3
）4
3
0
8

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
を
貸

し
出
し
ま
す

　

市
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
で
市
内

の
防
犯
活
動
を
行
う
5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
に
、
2
週
間
を
限
度
に
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
」
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
や
夏
祭
り

の
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
品
目
は
、
腕
章
、
ベ
ス
ト
、

誘
導
灯
、
拡
声
器
、
懐
中
電
灯
、
防

犯
ブ
ザ
ー
で
す
。

問
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
・
内
線

2
5
4
6

ごみ出しのルールを守りましょう

　新聞紙、段ボール、雑誌、雑がみ、紙パッ

ク等の紙類はひもで束ねて出してください

（雑がみは紙袋で出すことも可）。布類は45ℓ

までの透明または

半透明の袋に入れ

て出してください。

　下記の大きさに切りそろえて束ねてくだ

さい。一度に出せるのは、５束まで。落ち葉、

雑草、根などはせん定枝として出さないでく

ださい。

①キャップを外す②ラベルを剝がす

③中をすすぐ④横につぶす⑤ペット

ボトルの収集日に45ℓまでの透明

か半透明の袋に入れて出す

　なお、縦につぶしたものや工作などで切っ

たもの、汚れたものはリサイクルできないの

で、燃やせないごみとして出してください。

　かごやバケツなどの容器（紙製の容器以外）

に直接入れて出してください。なお、集合住

宅では所有者等が

容器の用意をお願

いします。

枝の直径は
15cm程度まで

長さは50cm程度

問ごみ対策課☎（531）5518 エスカレーターを正しくご利用ください
　市は、JR立川駅南北のデッキにエスカレーターを設置しています。

誤った使い方をすると事故につながります。下記の注意点を確認

し、正しく安全に利用しましょう。なお、エスカレーターには利用上

の注意事項を掲示しています。 問道路課施設係・内線2396

手すりにつかま
らずにいると、
転倒・転落の原
因となります。

エスカレーター
での歩行、かけ
登り、かけ降り
は、思わぬ事故
の原因となり大
変危険です。

手すりにつかまる

歩かない

幼児はバランスを
崩しやすいため、
幼児だけで乗ると
転倒などの事故の
恐れがあります。

すき間に物が
挟まると緊急
停止するため
転倒すること

があるほか、履物とともに足が引
き込まれてけがをする恐れがあり
大変危険です。

幼児は大人と手をつなぐ

黄色い線の内側に立つ

JR立川駅南北デッキ

子
育
て
世
帯
の
方
へ

現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

紙類・布類の出し方 びん・缶の出し方

せん定枝の出し方 ペットボトルの出し方
水

水

問
子
育
て
推
進
課
手
当
・
医
療
費
給
付
係
・
内
線
1
3
5
0


